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神話オブジェ作成計画

高瀬川

9号線

「スサノオのオロチ退治」

「兎を助けるオオナムチ」

「ネズミに助けられる　
オオナムチ」

「スセリヒメを背負った　
オオナムチ」

「黍の穂から跳ぶ　
スクナビコナ」

「黍の穂から跳ぶスクナビコナ」

は計画予定
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大
国
主
の
手
の
中
に
入
る
ほ
ど
の
小
さ

な
神
様
、ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ（
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
）の

像
で
す
。体
は
小
さ
い
で
す
が
、医
療
や
薬

学
の
知
識
が
豊
富
な
神
様
で
、人
や
家
畜

の
病
を
治
し
た
り
、穀
物
の
栽
培
法
か
ら

病
害
虫
駆
除
、田
畑
を
開
く
土
木
工
事
ま

で
、大
国
主
と
兄
弟
に
な
っ
て
出
雲
の
国
造

り
を
さ
れ
、豊
か
な
国
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
神
様
と
大
国
主
と
の
出
会
い
に
は
、面
白

い
お
話
が
あ
り
ま
す
。出
会
い
の
場
は
美
保

関
で
す
。海
岸
へ
近
づ
い
て
く
る
豆
の
鞘
に

乗
る
小
さ
な
神
様
が
い
ま
し
た
。そ
の
神

様
を
だ
れ
も
知
り
ま
せ
ん
。た
だ
一
人
ク
エ

ビ
コ（
案
山
子
）が
知
って
い
ま
し
た
。ク
エ
ビ

コ
は
動
け
な
い
け
ど
四
方
の
様
子
を
詳
細

に
見
て
い
る
の
で
、ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
神
で
あ

る
こ
と・母
神
が
高
天
原
の
カ
ム
ム
ス
ヒ
で
あ

る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。ク
エ
ビ
コ
が
知

恵
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
島
大
医
学
部
学
園

祭
は
ク
エ
ビ
コ
祭
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
様
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、５
体
目
と
し
て
設
置
を
し
ま
し
た
。除

幕
式
に
は
、来
賓
と
し
て
出
雲
市
長（
代

理
）・商
工
会
議
所
会
頭・湯
浅
市
会
議
員・

直
良
前
市
会
議
員・藤
田
先
生（
ブ
ロ
ン
ズ

像
制
作
者
）・地
元
代
表
の
方
々
等
の
出
席

の
も
と
、出
雲
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
フ
ァ
ン
フ
ア
ー
レ
で
盛
大
に
除
幕
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
さ
な
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
神
を
も
っ

と
知
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
雲
市
は「
出
雲
神
話
観
光
大
国
の
創

造（
神
話
の
夢
舞
台・出
雲
）」を
重
点
施

策
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
、官
民
共
同
で
文
化
観

光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
出
雲
市
く
に
び
き
中
央
通
り

神
話
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

が
立
ち
上
が
り
、今
市
の
賑
わ
い
創
出
を

目
的
に
、出
雲
ら
し
い
も
の
に
出
逢
え
る
場

所
を
、出
雲
市
駅
北
口
か
ら
市
役
所
ま
で

の
中
央
通
り
を
神
話
ロ
ー
ド・縁
結
び
ロ
ー

ド
と
い
う
愛
称
に
し
、出
雲
神
話
に
出
て
来

る
神
様
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
制
作
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
20
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
シ
ャ
ー
ネ
エ
レ
ー
テ
今
市
」が
、そ
の
計
画

を
受
け
継
ぎ
、出
雲
神
話
物
語
の
流
れ
に

そ
っ
て
、物
語
の
内
容
が
分
か
る
よ
う
な
ブ

ロ
ン
ズ
像
設
置
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

三
つ
の
ゾ
ー
ン
を
構
成
し
そ
れ
ぞ
れ
の

ゾ
ー
ン
に
７
〜
８
体
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
と
考

え
ま
し
た
。２
０
１
３
年（
平
成
25
）は
、古

事
記
編
纂
か
ら
千
三
百
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、ま
た
、出
雲
大
社
の
正
遷
宮
の

年
と
重
な
り
、出
雲
神
話
が
全
国
的
に
脚

光
を
浴
び
ま
し
た
。現
在
、ブ
ロ
ン
ズ
像
は

５
体
完
成
し
て
い
ま
す
が
、神
話
の
像
作
成

計
画
に
沿
っ
て
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

　

大
国
主
は
縁
結
び
で
有
名
で
す
が
、国

譲
り
で
も
争
い
を
好
ま
ず
穏
や
か
な
話
し

合
い
で
の
交
渉
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

心
は
今
で
も
出
雲
の
風
土
や
、神
話
時
代

の
お
宮
が
守
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
等
、出

雲
人
気
質
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
全
国
発
信
を
し
て
、「
も
て
な

す
心
」「
出
雲
と
の
出
会
い
」を
大
切
に
し

て
町
の
活
性
化
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

　スサノオが治める根の国（根の堅州国）で、オオナムチはスサノオ
の娘スセリヒメに出逢って、二人はすっかり意気投合してしまいまし
た。すると、スサノオのオオナムチに対する試練が始まったのです。　
　数々の試練を乗り越えたオオナムチに感心したスサノオは、最後に
自分の髪の中のムカデを取らせました。気持ちが良くなったスサノオ
が眠り込んだすきに、オオナムチは、髪の毛を柱に縛り付け、スセリヒメ
を背負い、宝の太刀・弓矢・琴を持って根の国から出雲の国へ向かっ
て脱出します。これを表したのが１作目のブロンズ像です。気づいたス
サノオが追いかけますが間に合わず、遠くから「大きな国主（大国主）
になれよ！」と叫んで送りだしました。

1作目
スセリヒメを背負ったオオナムチ

　このブロンズ像は、大きな袋を肩にかけたオオナムチ（大国主）が、
因幡のシロウサギの傷をまさに治そうとしている姿です。
　大国主は日本で初めて医療行為を行った神様です。島根大学医
学部や附属病院の方々が着ておられる白衣の肩についているマー
クはこのシロウサギです。日本における医師の祖が大国主であること
にあやかって、医科大学設立の当初からこのマークが使われていま
す。また、大国主が手に持っているガマの穂（本当はガマの花粉）は
傷を治し皮膚の再生を促す作用があって現代でも使われているとの
こと。出雲は医学の神様が国を治めておられた大変な地域です。
　このブロンズ像で、しっかりと全国発信をしたいものです。

3作目
兎を助けるオオナムチ

　末っ子のオオナムチは、兄神たちのいじめに会い二度も殺されまし
たが、母神の力で命を取りとめ、スサノオの支配する根の国に逃れま
す。しかし、ここでもスサノオから様 な々試練を受け、最後に野火に攻
められ命を落とすところでしたが、ネズミに助けられました。４体目のブ
ロンズ像は、その様子を表しています。野火に取り巻かれた時、ネズミ
が出てきて「内はほらほら・外はすぶすぶ」と言います。オオナムチは、
合点して地面をドンと踏みつけると体は洞穴にドスンと落ちました。ネ
ズミのお蔭でスサノオの試練を乗りきることができたのです。
　これらの試練がオオナムチを大国主へと成長させる源になりまし
た。そして出雲を創りあげたのです。

4作目
ネズミに助けられるオオナムチ

　出雲神話の中で一番知名度の高いお話スサノオのヤマタノオロ
チ退治のブロンズ像です。オロチ神話のオロチ像は頭が八つ尾が八
つ、八つの山の峰にまたがり、八つの谷を渡るというような表現がして
あります。また、背中には苔や杉・桧まで生えていて、腹はただれたよう
に赤く、血にそまっていたといいます。如何に大きな大蛇かということを
現したかったことがわかります。それをスサノオが退治して、大蛇の生
け贄になろうとしていたクシナダヒメを救い、お嫁さんにしました。
　そして大蛇の尾のひとつから雨叢雲の剣（後の草薙の剣）という
宝剣を手に入れます。このような壮大なお話ですが、これが出雲神話
の始まりです。ＮＰＯも力を入れて作りました。

2作目
スサノオのオロチ退治


